
一 般 質 問
（ 要 旨 ）

みんなで美味しいお米をつくりました
（親子米つくり教室）

質
問　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
つ
い
て
、
①
保
育
所
に

通
っ
て
い
な
い
児
童
は
、
主
食

費
の
負
担
に
お
い
て
格
差
が
生

じ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

②
休
日
保
育
等
の
需
要
の
増
加

が
考
え
ら
れ
る
中
、
保
育
の
質

に
対
す
る
政
策
は
。

答
弁　
①
各
施
設
へ

の
補
助
を
継
続
す
る

も
の
で
、
新
た
に
格

差
が
生
じ
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。
②
保

育
体
制
強
化
事
業
に
よ
り
保
育

士
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

質
問　
長
期
休
暇
に
お
け
る
学

童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
①
保
護

者
負
担
に
対
応
す
る
た
め
、
昼

食
を
提
供
す
る
考
え
は
。
②
学

童
を
卒
業
し
、
１
人
で
過
ご
す

児
童
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

居
場
所
を
提
供
す
る
考
え
は
。

答
弁　
①
近
隣
市
の
動
向
を
注

質
問　
在
日
米
軍
基
地
に
つ
い

て
、
①
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
市
の
構
想
は
。
②
集
団
移
転

跡
地
の
有
償
化
で
さ
ら
に
ま
ち

が
分
断
さ
れ
な
い
か
。
③
個
人

対
応
で
は
な
く
市
が
中
に
入
り

跡
地
利
用
を
検
討
す
べ
き
。
④

米
軍
の
財
産
に
つ
い
て
捜
査
・

検
証
等
を
放
棄
し
た
日
米
地
位

協
定
の
抜
本
的
改
定
と
合
意
議

事
録
を
改
定
す
べ
き
。

⑤
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
改
定
で
は
日
本

側
の
警
察
等
が
規
制

区
内
に
早
期
に
立
ち

入
る
こ
と
が
可
能
と

し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
努

力
義
務
で
米
軍
の
許
可
が
必
要
。

こ
れ
が
改
善
と
言
え
る
の
か
。

答
弁　
①
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

か
ら
市
と
し
て
の
対
応
を
検
討

し
、
国
と
も
調
整
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
②
こ
れ
ま
で
の
駐
車

質
問　
文
化
芸
術
が
あ
る
場
に

は
、
人
が
集
ま
り
地
域
に
活
力

が
生
ま
れ
る
。
市
民
の
力
を
活

か
し
文
化
芸
術
が
感
じ
ら
れ
る

昭
島
に
す
る
た
め
、
①
人
材
バ

ン
ク
な
ど
に
よ
り
市
民
と
市
内

の
芸
術
家
と
の
距
離
を
縮
め
る

考
え
は
。
②
教
育
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の

体
育
館
に
つ
い
て
、

市
民
や
芸
術
家
か
ら

意
見
を
聞
く
な
ど
市

民
参
加
で
の
建
設
を
。

③
子
ど
も
へ
の
文
化
継
承
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
。
④
文
化

芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
方

針
に
つ
い
て
、
市
民
参
画
で
今

質
問　
シ
ニ
ア
世
代
の
方
が
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
①
愛
媛

県
松
山
市
で
は
、
小
学
校
に
お

い
て
、
使
用
さ
れ
て

い
な
い
余
裕
教
室
を

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
ふ
れ
あ
い
教
室
と

し
て
利
用
し
、
高
齢

者
と
児
童
の
交
流
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
と
な
り
、
介

護
予
防
に
も
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
小
学
校
に
お
い
て
も
、
不

登
校
の
出
現
率
が
低
く
な
り
、

い
じ
め
の
認
知
件
数
も
減
っ
て

い
る
。
昭
島
市
で
も
こ
の
よ
う

視
し
、
調
査
・
研
究
し
た
い
と

考
え
る
。
②
対
応
す
る
人
員
配

置
等
の
課
題
が
あ
り
、
現
状
で

は
困
難
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　
生
活
保
護
や
ひ
と
り
親

家
庭
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
セ
ン
シ
テ

ィ
ブ
な
相
談
内
容
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
生
活
保
護
の
相
談
業
務

は
個
別
の
相
談
室
で
行
っ
て
い

る
。
ひ
と
り
親
家
庭
や
Ｄ
Ｖ
相

談
に
つ
い
て
も
、必
要
に
応
じ
、

相
談
室
等
で
行
っ
て
い
る
。

質
問　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
・

通
園
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、

①
は
な
み
ず
き
通
り
に
あ
る
認

定
こ
ど
も
園
付
近
に
は
横
断
歩

道
や
信
号
機
が
な
く
、
大
変
危

場
や
家
庭
菜
園
等
の
利
用
方
法

に
大
き
な
変
更
は
な
く
分
断
に

つ
な
が
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

③
こ
れ
ま
で
も
国
に
要
望
を
伝

え
、
必
要
に
応
じ
て
申
し
入
れ

を
し
て
き
た
。
今
後
も
地
域
の

意
見
を
聞
き
、
調
整
し
て
い
く
。

④
都
や
周
辺
５
市
１
町
と
連
携

し
、
今
後
も
要
請
し
て
い
く
。

⑤
制
限
区
域
内
へ
の
立
ち
入
り

は
引
き
続
き
米
側
の
同
意
が
必

要
だ
が
、
迅
速
か
つ
早
期
の
立

ち
入
り
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
、

そ
の
対
応
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問　
子
育
て
支
援
策
に
つ
い

て
、
①
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
関
し
て
市
内
の
認
可
外

後
の
計
画
を
策
定
す
る
考
え
は
。

答
弁　
①
生
涯
学
習
援
助
協
力

者
活
用
制
度
が
あ
る
。今
後
も
、

芸
術
に
関
連
す
る
個
人
、
団
体

と
連
携
を
図
り
、
地
域
に
根
差

し
た
文
化
芸
術
活
動
の
支
援
に

努
め
た
い
。
②
体
育
利
用
、
合

奏
・
合
唱
や
講
演
会
等
、
多
目

的
利
用
を
想
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

で
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

③
保
育
所
で
の
童
歌
の
取
り
入

れ
、
学
校
で
の
琴
の
活
用
、
地

域
で
の
囲
碁
教
室
や
陶
芸
教
室

の
開
催
等
、
伝
統
文
化
に
触
れ

る
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
る
。

④
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

な
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
考
え

は
。
②
カ
ラ
オ
ケ
は
、
健
康
維

持
や
人
間
関
係
づ
く
り
、
不
安

や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
な
ど
の
効

果
が
期
待
で
き
る
。
松
原
町
だ

け
で
な
く
拝
島
町
と
朝
日
町
の

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
も
カ

ラ
オ
ケ
機
器
を
設
置
す
る
考
え

は
。
③
運
転
免
許
証
自
主
返
納

へ
の
支
援
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
①
有
意
義
な
取
り
組
み

と
考
え
る
が
、
小
中
学
校
に
お

い
て
余
裕
教
室
が
少
な
い
状
況

に
あ
る
。
教
育
的
効
果
が
高
い

学
習
の
時
間
で
の
交
流
や
給
食

を
一
緒
に
食
べ
る
機
会
等
を
設

険
で
あ
る
。
設
置
が
必
要
と
考

え
る
が
、
所
見
は
。
②
保
育
所

や
幼
稚
園
周
辺
の
道
路
の
白
線

が
消
え
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

速
や
か
に
安
全
対
策
の
実
施
を
。

答
弁　
①
昭
島
警
察
署
と
の
協

議
の
中
で
課
題
と
し
て
お
り
、

今
後
も
要
請
し
て
い

く
。
②
劣
化
状
況
を

勘
案
す
る
中
で
再
設

置
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
、考
え
は
。

答
弁　
定
期
的
に
実
態
を
把
握

し
、
利
活
用
の
可
能
性
も
視
野

に
入
れ
る
中
で
、
本
市
に
適
し

た
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

施
設
の
う
ち
国
の
基
準
を
満
た

さ
な
い
、
又
は
対
象
か
ら
外
す

施
設
は
。
②
保
育
士
の
処
遇
改

善
へ
の
補
助
額
と
効
果
は
。
③

国
の
処
遇
改
善
加
算

を
実
施
の
施
設
に
加

算
を
上
乗
せ
す
る
都

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

補
助
事
業
の
対
象
数
、

補
助
額
、
効
果
は
。

答
弁　

①
現
時
点
で
は
な
い
。

②
平
成
30
年
度
は
２
億
１
千
800

万
円
程
度
。
保
育
の
質
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
③
30

年
度
は
８
施
設
で
２
千
600
万
円

程
度
。
国
の
処
遇
改
善
加
算
と

同
様
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

質
問　
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

学
校
給
食
に
向
け
、
①
給
食
・

食
育
フ
ェ
ス
タ
な
ど
、
体
験
型

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
は
。

②
物
資
購
入
基
準
書
に
つ
い
て
、

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
や
有
機

農
産
物
使
用
に
お
け
る
考
え
は
。

ま
た
放
射
性
物
質
検

査
の
実
施
を
。
③
新

学
校
給
食
調
理
場
は
、

災
害
時
に
食
料
供
給

可
能
な
施
設
整
備
を
。

答
弁　
①
取
り
組
み

を
研
究
し
た
い
。
②
加
工
品
を

含
め
た
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

は
使
用
し
な
い
基
準
と
し
て
お

り
、
有
機
農
産
物
は
安
定
的
な

確
保
な
ど
か
ら
困
難
性
が
あ
る
。

放
射
性
物
質
検
査
は
、
産
地
や

流
通
の
過
程
で
実
施
し
て
お
り
、

市
独
自
で
実
施
す
る
考
え
は
な

い
。
③
施
設
整
備
を
具
体
的
に

進
め
る
中
で
、検
討
し
て
い
く
。

け
て
い
る
学
校
も
あ
り
、
各
学

校
と
地
域
の
実
情
、
児
童
・
生

徒
及
び
高
齢
者
の
要
望
な
ど
を

勘
案
し
、
無
理
な
く
持
続
可
能

な
交
流
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。
②
当
該
両
施
設
は

防
音
機
能
が
不
十
分
な
ど
の
理

由
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
の
利
用
は
困

難
で
あ
る
。
高
齢
者
が
集
い
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
め
る
場
所
を
確

保
す
る
必
要
性
は
認

識
し
て
お
り
、
民
間

施
設
と
の
連
携
も
視

野
に
入
れ
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
可

能
か
研
究
し
て
い
く
。

③
平
成
２９
年
度
よ
り
自
主
返
納

者
に
対
し
、
い
き
い
き
健
康
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
バ
ス

利
用
の
き
っ
か
け
づ
く
り
な
ど

の
た
め
、
利
用
回
数
券
配
付
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
の
子
育
て
環
境
改
善
を
問
う

無　
　

会　
　

派

ゆ
ざ 

ま
さ
子　

議
員

横
田
基
地
と
集
団
移
転
跡
地

保
育
士
の
処
遇
改
善

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

青
山 

秀
雄　

議
員

市
民
の
力
を
活
か
し
て

文
化
芸
術
を
感
じ
る
昭
島
へ

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

林 

ま
い
子　

議
員

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

山
本 

一
彦　

議
員

３
面
下
段
よ
り

５
面
下
段
へ
続
く

　

歳
入
に
お
け
る
地
方
交
付
税

の
減
額
は
、
法
人
市
民
税
の
増

収
に
よ
る
も
の
と
理
解
す
る
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
将
来
を

見
据
え
た
公
共
施
設
等
に
お
け

る
財
政
負
担
や
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
伴
う
保
育
所

等
へ
の
配
慮
が
う
か
が
え
る
。

　

今
後
も
、
財
源
を
確
保
し
つ

つ
、
効
果
的
・
効
率
的
な
事
務

執
行
に
務
め
て
い
く
こ
と
を
望

み
、本
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

髙
橋
　
誠
　
議
員

昭
島
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
を
可
決

と
す
る
委
員
長
報
告
に
つ
い
て

高
す
ぎ
る
昭
島
市
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
請
願
を
不
採
択
と
す
る
委
員

長
報
告
に
つ
い
て

昭
島
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

と
す
る
委
員
長
報
告
に
つ
い
て

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
導
入

は
、「
任
期
の
定
め
の
な
い
常

勤
職
員
を
中
心
と
す
る
公
務
運

営
」
の
原
則
が
崩
さ
れ
て
い
る

　

高
す
ぎ
る
国
保
税
は
、
国
が

負
担
を
減
ら
し
、
地
方
自
治
体

　

市
は
給
食
費
に
つ
い
て
、
主

食
費
３
千
円
は
補
塡
す
る
も
の

の
、
副
食
費
４
千
５００
円
に
つ
い

て
は
保
護
者
に
負
担
し
て
も
ら

実
態
を
追
認
し
、
固
定
化
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

市
民
、
住
民
の
命
と
暮
ら
し

や
権
利
を
守
る
自
治
体
の
職
員

を
会
計
年
度
任
用
職
員
と
い
う

不
安
定
な
勤
務
・
労
働
条
件
で

働
か
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
ず
、本
条
例
に
反
対
す
る
。

と
加
入
者
に
負
担
を
押
し
付
け

て
き
た
結
果
で
あ
り
、
国
に
公

費
の
投
入
に
よ
る
保
険
税
の
引

き
下
げ
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

市
は
請
願
署
名
の
切
実
な
要

求
に
応
え
、
命
と
健
康
、
暮
ら

う
と
し
て
お
り
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
と
は
名
ば
か
り

の
状
況
と
指
摘
す
る
。

　

市
と
し
て
給
食
費
も
無
償
化

の
対
象
と
す
る
よ
う
国
に
求
め

る
と
と
も
に
、
都
に
対
し
て
も

要
請
を
す
べ
き
で
あ
り
、
本
条

例
に
反
対
す
る
。

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

荒
井
　
啓
行
　
議
員

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村
　
博
　
議
員

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

佐
藤
　
文
子
　
議
員
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